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【県議会議員補欠選挙】�

【県知事選挙】�

広報はっぽう　2017.3月号� 2広報はっぽう　2017.3月号�3　　�

秋田の未来を託す人を選ぶ大事な選挙です。�

よく見、よく聞き、よく考えて�

　　　　　　　貴重な１票を投じましょう。�

投票日�

期日前投票期間�（ファガス、峰栄館で投票）�

4月9日（日）午前７時～午後７時�
※投票所は別表のとおり�

【県知事選挙】�

3月24日（金）～4月8日（土）�
午前８時30分～午後８時�

【県議会議員補欠選挙】�

4月1日（土）～4月8日（土）�
午前８時30分～午後８時�

�※投票期間が異なりますのでご注意ください。�

　３月　３月3131日までに県知事選挙の投票をした場合、日までに県知事選挙の投票をした場合、４月１日以降４月１日以降

県議会議員補欠選挙の投票をする必要があります。�

※投票期間が異なりますのでご注意ください。�

　３月31日までに県知事選挙の投票をした場合、４月１日以降

県議会議員補欠選挙の投票をする必要があります。�

【
県
知
事
選
挙
】�

　
平
成
11
年
４
月
10
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
（
18
歳
以
上
）
で
、
平
成
28
年
12

月
22
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
八
峰
町
内

に
住
ん
で
い
て
住
民
登
録
が
あ
る
方
。�

【
県
議
会
議
員
補
欠
選
挙
】�

　
平
成
11
年
４
月
10
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
（
18
歳
以
上
）
で
、
平
成
28
年
12

月
30
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
八
峰
町
内

に
住
ん
で
い
て
住
民
登
録
が
あ
る
方
。�

※
秋
田
県
内
に
転
出
さ
れ
た
方
は
、
引

き
続
き
住
所
を
有
す
る
証
明
書
（
転

出
先
の
市
町
村
で
発
行
）
を
提
出
す

る
こ
と
で
、
八
峰
町
で
投
票
で
き
ま

す
。�

■
今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
方�

　
投
票
日
当
日
、
仕
事
や
旅
行
等
の
理

由
に
よ
り
投
票
で
き
な
い
場
合
は
期
日

前
投
票
が
で
き
ま
す
。
入
場
券
裏
面
の

「
期
日
前
投
票
請
求
書
兼
宣
誓
書
」
に

必
要
事
項
を
書
い
て
、
期
日
前
投
票
所

へ
提
出
す
る
と
、
そ
の
場
で
投
票
で
き

ま
す
。�

��

　
手
に
ケ
ガ
な
ど
を
し
て
、
自
分
で
投

票
用
紙
に
書
け
な
い
場
合
は
、
代
理
投

票
が
で
き
ま
す
の
で
係
員
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
投
票
の
補
助
者
が
代
理
で

記
載
し
ま
す
が
、
投
票
の
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。�

■
こ
ん
な
時
は
期
日
前
投
票
を�

■
自
分
で
書
け
な
い
と
き
は
代
理
投
票
を�

　
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た

病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
い
る
人
は
、

そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

手
続
き
は
そ
の
施
設
で
行
い
ま
す
の
で
、

施
設
の
係
の
方
に
不
在
者
投
票
の
申
し

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

��

　
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
方
に
は
、

投
票
所
に
行
か
ず
に
自
宅
で
投
票
で
き

る
「
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
事
前
に
郵
便

投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。�

　
こ
の
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
行

う
に
は
、
申
請
書
提
出
か
ら
障
害
の
程

度
の
確
認
後
に
選
挙
管
理
委
員
会
で
決

定
の
う
え
証
明
書
の
交
付
と
な
り
ま
す
。

す
ぐ
に
は
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。�

※
不
在
者
投
票
は
、
投
票
日
ま
で
に

選
管
に
届
か
な
い
と
無
効
に
な
り

ま
す
。
手
続
き
は
お
早
め
に
お
願

い
し
ま
す
。�

�

　
ご
不
明
な
点
は
、
八
峰
町
選
挙
管
理

委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
76
ー

４
６
０
１
（
総
務
課
内
）�

　
76
ー

４
８
０
０
（
選
管
　
峰
栄
館
内
）�

■
病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票�

■
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票�

（別表）各投票区の投票所�

１大　沢�

投票区�

大沢・横内・仲村・小手萩�

・内荒巻・塙・大信田�

塙川健康�

センター�

投票区� 投票所�地　区　名�

２石　川�

投票区�
石川・稲子沢・大野・外林�

石川多目的�

集会施設�

３田　中�

投票区�

畑谷・上畑谷・強坂・内坂�

・沼田・田中�
峰栄館�

４水　沢�

投票区�

水沢・カッチキ台・駅前・�

三ツ森・高野々・大土面�

子育て支援�

センター�

６八　森�

投票区�

八森第一・八森第二・八森�

第三・浜田・本館�

八森生活改�

善センター�

７観　海�

投票区�

椿台・椿・中浜・茂浦・�

立石・横間・滝の間�
ファガス�

８岩　館�

投票区�

小入川・岩館第一・岩館第�

二�

岩館生活改�

善センター�

５目名潟�

投票区�

目名潟・萩ノ台・蝦夷倉・�

岩子・大久保岱・手這坂・�

大岱・大槻野�

八峰町役場�

若
年
層
の
投
票
率
を
上
げ�

暮
ら
し
や
す
い
社
会
に�

　
平
成
28
年
７
月
に
実
施
さ
れ
た
参

議
院
議
員
選
挙
か
ら
、
選
挙
権
年
齢

が
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し

た
。�

　
こ
の
選
挙
に
お
け
る
年
代
別
の
投

票
率
は
、
総
務
省
の
「
国
政
選
挙
に

お
け
る
年
代
別
投
票
率
に
つ
い
て
」

と
い
う
調
査
に
よ
れ
ば
、
10
歳
代
が

46
・
78
％
で
、
20
〜
30
歳
代
を
上
回

り
ま
し
た
。�

��������

　
選
挙
権
年
齢
の
引
下
げ
が
始
ま
っ

て
す
ぐ
の
選
挙
で
話
題
性
も
高
く
、

高
校
生
へ
の
教
育
の
効
果
が
現
れ
た

か
ら
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
30
歳
代
以
下
の
若
年
層
で
見
る

と
、
決
し
て
高
い
投
票
率
と
は
言
え

ま
せ
ん
。�

　
様
々
な
年
代
の
意
見
を
広
く
政
治

に
反
映
さ
せ
、
暮
ら
し
や
す
い
社
会

に
す
る
た
め
に
も
、
一
人
ひ
と
り
が

今
の
社
会
や
後
世
の
こ
と
を
考
え
、

貴
重
な
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。�

参議院議員選挙における�
年代別投票率（抽出）�

年　齢�

全　　　体�

10歳代�

20歳代�

30歳代�

40歳代�

50歳代�

60歳代�

70歳代以上�

H28（％）�

46.78�

35.60�

44.24�

52.64�

63.25�

70.07�

60.98�

54.70

秋
田
県
知
事
選
挙

秋
田
県
知
事
選
挙�

秋
田
県
議
会
議
員
補
欠
選
挙

秋
田
県
議
会
議
員
補
欠
選
挙�

秋
田
県
知
事
選
挙�

秋
田
県
議
会
議
員
補
欠
選
挙�
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平
成
28
年
度
八
峰
町
ス
ポ
ー
ツ
文
化
栄
誉
賞
授
与
式
が
、
２

月
25
日
、
フ
ァ
ガ
ス
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
受
賞
さ
れ
た
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）�

�

町
長
賞�

�

◆
文
化
栄
誉
賞
◆�

�

峰
浜
小
学
校
（
団
体
受
賞
）�

　
平
成
28
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会
　
ジ
ュ
ニ
ア
の
部�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
大
賞�

�

教
育
委
員
会
賞�

�

◆
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞
◆�

�

門
脇
　
史
弥
（
秋
田
県
選
抜
　
八
森
小
学
校
６
年
）�

　
第
２
回
東
北
県
選
抜
学
童
野
球
選
手
権
　
　
　
　
　
優
　
勝�

����

今
井
　
航
太
（
八
峰
Ｂ
Ｃ
　
峰
浜
小
学
校
６
年
）�

　
第
19
回
全
県
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会�

　
男
子
個
人
　
小
学
６
年
生
ダ
ブ
ル
ス
　
　
　
　
　
　
優
　
勝�

�

日
沼
　
啓
斗
（
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
能
代
　
八
峰
中
学
校
３
年
）�

　
第
１
回
マ
ツ
ダ
ボ
ー
ル
旗
争
奪
戦�

　
兼
第
16
回
春
季
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
秋
田
県
支
部
大
会
　
優
　
勝�

�

藤
田
　
真
央
（
八
峰
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
２
年
）�

後
藤
　
実
央
（
八
峰
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
２
年
）�

山
本
か
れ
ん
（
八
峰
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
２
年
）�

　
第
14
回
秋
田
県
中
学
校
郡
市
選
抜
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
　
勝�

�

阿
部
　
麻
未
（
能
代
松
陽
高
等
学
校
空
手
道
部
３
年
）�

　
第
62
回
秋
田
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
空
手
道
競
技
　
女

　
子
団
体
組
手
・
女
子
個
人
組
手
、
第
67
回
県
民
体
育
大
会
　

　
空
手
道
競
技
　
少
年
女
子
個
人
組
手
　
　
　
　
　
　
第
１
位�

�

岡
本
　
直
樹
（
能
代
松
陽
高
等
学
校
陸
上
競
技
部
３
年
）�

　
第
62
回
秋
田
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技�

　
男
子
や
り
投
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
１
位�

�

皆
川
　
友
郎
（
能
代
高
等
学
校
硬
式
野
球
部
３
年
）�

菊
地
　
栞
汰
（
能
代
高
等
学
校
硬
式
野
球
部
３
年
）�

　
第
64
回
春
季
東
北
地
区
高
等
学
校
野
球
秋
田
県
大
会
　
優
　
勝�

�

◆
文
化
栄
誉
賞
◆�

�

川
村
　
忠
寛
（
一
般
）�

　
海
の
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
う
み
ぽ
す
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
６�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
国
準
グ
ラ
ン
プ
リ�

�

八
代
　
奈
柚
（
峰
浜
小
学
校
６
年
）�

　
交
通
安
全
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
「
ポ
ス
タ
ー
」�

　
小
学
校
５
〜
６
年
の
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
優
秀
賞�

�
藤
田
　
典
花
（
能
代
西
高
等
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
３
年
）�

　
平
成
28
年
度
秋
田
県
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟�

　
農
業
鑑
定
競
技
会
　
区
分
　:

畜
産
　
　
　
　
　
　
　
第
１
位�

�

小
中
学
生
奨
励
賞�

�

◆
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞
◆�

�

紀
本
　
知
希
（
能
山
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
）�

伊
藤
　
海
智
（
能
山
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
）�

門
脇
　
史
弥
（
能
山
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
）�

　
第
９
回
秋
田
県
選
抜
野
球
大
会
兼
第
５
回
竹
半
カ
ッ
プ�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
３
位�

�

木
藤
　
皓
琉
（
八
峰
中
学
校
陸
上
部
１
年
）�

　
第
65
回
秋
田
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技�

　
１
年
男
子
１
０
０
ｍ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
位�

�

八
森
ブ
ル
ー
ウ
ェ
ー
ブ
（
団
体
受
賞
）�

　
第
33
回
読
売
全
県
さ
わ
や
か
選
抜
野
球
大
会
　
　
　
第
３
位�

監
　
督
　
櫻
田
　
公
男�

コ
ー
チ
　
三
浦
　
克
己
／
安
井
　
卓
美�

　
選
　
手
　
加
賀
谷
　
岳
／
石
山
　
成
央
／
堀
内
　
栞
里
／�

櫻
田
　
瑠
那
／
奈
良
　
竜
一
／
日
沼
　
　
怜
／�

山
本
　
レ
オ
／
野
村
　
健
真
／
阿
部
　
　
平
／�

門
脇
　
史
弥
／
山
内
　
琉
成
／
安
井
　
陽
介
／�

金
谷
　
洸
希
／
後
藤
　
文
親
／
森
　
　
楓
太
／�

須
藤
　
太
陽
／
西
澤
　
由
臣
／
須
藤
　
大
空
／�

成
田
　
　
温
／
門
脇
　
結
仁
／
奈
良
　
咲
吾
／�

金
田
　
海
音�

�

◆
文
化
栄
誉
賞
◆�

�

今
井
　
綾
乃
（
峰
浜
小
学
校
４
年
）�

　
第
18
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
俳
句
大
会
　
ジ
ュ
ニ
ア
の
部�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
　
選�

平
成
平
成
28
年
度
年
度
　
八
峰
町
ス
ポ
ー
ツ
文
化
栄
誉
賞
授
与
式

八
峰
町
ス
ポ
ー
ツ
文
化
栄
誉
賞
授
与
式�
平
成
28
年
度
　
八
峰
町
ス
ポ
ー
ツ
文
化
栄
誉
賞
授
与
式�

町
と
能
代
郵
便
局
、町
内
５
郵
便
局�

　
２
月
28
日
、
町
と
能
代
郵
便
局
及
び
町
内

５
郵
便
局
が
、
「
災
害
発
生
時
の
対
応
と
平

常
時
に
お
け
る
高
齢
者
等
見
守
り
活
動
の
相

互
協
力
及
び
道
路
損
傷
等
発
見
時
の
対
応
に

関
す
る
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。
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損
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し
た
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こ
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協
定
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よ
り
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な
る
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の
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。�
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互
協
力
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を
締
結�

町営歯科診療所が訪問診療を開始します�

平成29年４月から役場窓口（一部）の開庁時間を延長します�

　町営歯科診療所では、下記のとおり訪問診療（往診）を行いますので�

お知らせいたします。�

　【開　始　日】　平成29年４月５日（水）からの毎週水曜日の午後�

　【対　象　者】　体が不自由のため通院が困難な方�

　【対 象 地 区】　原則として峰浜地区�

　【自己負担額】　福祉医療受給者（マル福）の方は医療保険での自己負担はありませんが、介

護保険での自己負担が発生します。また、マル福以外の方についても、自宅

等に訪問することにより診療所での診療に比べて自己負担額が高くなります。�

　【申 し 込 み】　訪問診療希望日の７日前までに電話にてお申し込み下さい。�

　　　　　　　　（但し、予約状況により希望に添えない場合がありますのでご了承願います。）�

■問合せ・申込先　　八峰町営歯科診療所　　８８－８２１０�

　町では、住民の皆様の利便性向上のために、最近要望の多い窓口業務の時間延長について、

平成29年４月から平成30年３月まで試験的に実施することとなりました。これまで仕事帰り

では間に合わなかった方々など、是非ご利用ください。�

※福祉保健課での各種手続きはできません。�

●延長する日�

　毎月第１、第３火曜日�

　（祝祭日でも振り替えはしません）�

●延長する時間�

　午後５：15～７：00まで�

■問合せ先　　八峰町総務課　町民サービス係　　76－4614�

　　　　　　　八峰町税務会計課　　　　　　　　76－4604

窓口番号�延長する窓口業務�

総務課③�

税務会計課④�

税務会計課⑤�

戸籍・住民票・印鑑登録証明書の発行�

印鑑登録�

税金・証明手数料等各種支払い�

交通災害共済支払い�

納税証明書・所得証明書発行�

※出生・婚姻などの届け出はお預かりしますが、�
　手続きはできません。�
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10年間、月額� の家賃収入が入ります！�最大25,000円�

　八峰町では、移住定住施策の一環として、町内にある空き家を町がお借りし、必要なリフォーム

を行い、本町への移住をお考えの方に生活を体験してもらう「お試し住宅」として活用する事業を

実施しています。�

応募者の要件� 次のすべての要件を満たす方が応募できます。�

１．空き家及びその敷地の両方を所有していること。�

　　※１　共有物件の場合は、共有者のすべてが同意していること。�

　　※２　登記上の所有者が既に死亡している場合は、権利者全員の承諾書が必要です。�

２．町税、使用料等の滞納が無いこと。�

３．破産手続開始の申立て等がされていないこと。�

４．暴力団による不当な行為の防止等に関する法律に規定する暴力団又は暴力団員でないこと。�

応募物件の要件� 次のすべての要件を満たす物件について応募できます。�

１．現況において居住可能な状態のもので、屋根、外壁、土台など構造体について修繕の必要がないものであ

ること。                    �

２．強制執行、仮差押え、仮処分、担保権の実行もしくは競売又は滞納処分がされていないこと。�

借上げに関する内容・要件�

１．借上げ期間は10年間を基本とし、期間満了時には借り上げた住宅を返却します。�

２．借上げ料は、改修費用に応じて20,000円～25,000円の範囲で決定します。�

３．借上げ料以外は、敷金、権利金等名目のいかんを問わずお支払いしません。�

４．借上げた空き家等、改修が必要な場合は、450万円を限度に八峰町が改修を行います。�

５．改修については、改修の内容を所有者と協議の上行います。�

６．借上げ期間内の入居管理は町が行います。�

応募方法�

「空き家提供申込書」に必要書類を添えて、企画財政課へ提出してください。�

※申込用紙は企画財政課窓口に備え付けてあるほか、ホームページからもダウンロード可能。�

選考・採用について�

応募された建物については、現地調査等による審査・選考を行います。�

採用・不採用の決定は、５月下旬に文書で結果を通知します。(採用戸数：２戸を予定)

応募締切�

平成29年４月27日（木）午後５時まで�

八峰町企画財政課　　0185－76－4603（受付時間：平日午前９時～午後５時）�
　　　　　　　　FAX0185－76－2113　Eメール：kikaku@town.happou.akita.jp

問 合 せ 先�

飲
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転
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２
月
22
日
、
平
成
28
年
に
県
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実
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し

た
飲
酒
運
転
等
追
放
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争
で
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１
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と
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っ
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と
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、
町
は
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ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
県
が
安
心
・
安
全

な
県
民
生
活
を
守
る
た
め
昭
和
54
年
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。
本
町
は
昨
年
、
飲
酒

運
転
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よ
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違
反
や
交
通
事
故
、
そ
れ
以

外
の
交
通
死
亡
事
故
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な
か
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た
こ
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か

ら
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を
受
け
ま
し
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。�

　
今
後
も
お
互
い
に
声
を
掛
け
あ
い
、
交

通
安
全
の
意
識
を
高
め
、
飲
酒
運
転
の
追

放
や
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
継
続
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。�

八
峰
町
が
１
位
に
な
り
ま
し
た�

旧塙川小学校利活用計画の答申が提出されました�
　２月13日、八峰町旧塙川小学校利活用計画検討会から

町に対し、答申が提出されました。�

　同検討会は、平成28年４月に峰浜地区の２小学校が統

合して峰浜小学校となったことから、遊休施設となった旧

塙川小学校の利活用を検討するため立ち上げられました。�

答申が提出されるまでに４度の検討会が行われ、旧塙川小

学校の利活用を検討してきました。主な内容は次のとおり

です。�

【利活用の方向性】�

①　町内の産業を活性化し経済をより循環させることで、

新たな雇用を生み、活気と創造性にあふれた町づくり

を推進するため、産業振興及び地元雇用の拡大等に資

する利活用を最優先とする。�

②　コミュニティや地域活動を支えるため、地域住民の

交流の場の確保にも配慮する。�

【校舎】�

有効活用されていない、

大規模修繕が必要な時は

除却も含め検討。�

【屋内運動場】�

大規模修繕が必要な時は

除却も含め検討。�

【グラウンド】�

公園化するか等について

検討。�

3つのアクションプログラムを策定�3つのアクションプログラムを策定�3つのアクションプログラムを策定�3つのアクションプログラムを策定�
1．文部科学省の「みんなの廃校プロジェクト」を�
　活用し、広く企業等を公募する�
《公募する企業等の活用例》　オフィス、工場、養殖場、福祉施設等�

2．トップセールスにより、生薬関連企業、�
　しいたけ関連企業の誘致に努める�
《トップセールスによる誘致企業例》　生薬関連企業、しいたけ関連企業等�

3．公募期間中においても、遊休施設を有効活用するため、�
　地域の企業、団体等に学校施設を細分化して活用させる�
《活用企業決定まで》　地域の企業や団体に有償で貸し付ける。�

　　　　　　　　　　屋内運動場、グラウンドは地域住民に開放する。�

アクションプログラムが�

実行できなかった場合�

水木壽保検討会長から町長へ答申が手渡されました�

旧塙川小学校校舎�
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<用語の定義>�

　Ｕターン者･･･町内出身者であって、5年以上町外で生活し、再び八峰町に住民登録した人                                       �

       　　　　　(但し、在学期間は含まない)                                       �

　Ｉターン者･･･町外出身者であって、新たに八峰町に住民登録した人�

<交付対象者>　八峰町に住民登録をしてから、１年以上八峰町に居住しているＵ・Ｉターン者�

<申 請 期 間>　申請期間は住民登録の日から１年以上経過した後、１年以内《厳 守》�

　　　　　　　　平成29年３月１日を基準日とした場合、平成27年２月28日以前に転入した人は住民登録�

　　　　　　　　から２年が経過しているため申請することができません�

<返 還 規 定>　奨励金等の交付を受けた日から、５年以内に町外へ転出した場合は、奨励金等を全額または一

　　　　　　　部返還していただきます。�

１.  交 付 額　①単身で転入した場合は　150,000円　　　②家族で転入した場合は　300,000円                        �

２.  交付申請　交付申請書等に必要事項を記入のうえ提出していただきます。                                             �

　　＜必要な添付書類＞                                             �

　　　住民票謄本、戸籍の附票謄本（転入以前の５年間、町外に住んでいたことが確認できるもの）等�

定 住 奨 励 金�

１．対象物件　住民登録日の前後１年以内に購入・借用した物件�

　　　　　　　（以前の規定：｢但し、住民登録後に購入・借用した物件に限ります。｣）                                         

２．対象費用�

　　定住用住宅として購入・借用した住宅の改修等に係る費用                                             �

　　　・「八峰町住宅リフォーム支援事業」との併用はできません。                                           �

　　　・10㎡以上の新築・増築を行う場合は「確認申請」が必要になります。                                           �

　　　・家電（テレビ､洗濯機等）の購入は補助対象外となります。ただし、配管工事等を伴う電気温水器、

　　　　エアコン等については補助対象とします。                                           �

３．助 成 額�

　　対象費用の1/2に相当する額、又は50万円のいずれか低い方の額（千円未満切捨）を助成します。�

　　（以前の規定：｢但し、改修等に要した費用の額（千円未満切捨）に応じて、50万円を上限として助成します。」）�

４．交付申請�

　　交付申請書等に必要事項を記入のうえ提出していただきます。                                             �

　　＜必要な添付書類＞                                             �

　　定住奨励金の「交付決定通知書」（定住奨励金の申請と同時に行う場合は不要）、工事内容を確認できる

　　書類（工事請負契約書、見積書）、施工箇所の写真　等 �

定住用住宅取得等助成金�

■問合せ先　八峰町企画財政課　　７６－４６０３�

※補助金の交付を受けることができない場合もありますので、詳細は下記へお問合せください。 �

県内就職者・町内在住者向けに奨学金の返還を助成します！�
　県では若者の県内定着促進・県内産業の次代を担う人材確保のため、平成29年度に県内企業等に就

職する新卒者等を対象に、３年間、奨学金の返還を助成します。�

　また、町では県奨学金返還助成の一般分の対象となる方で八峰町在住の方に、上乗せで助成します。

これの対象とならない方で八峰町奨学金を現に返還中、今後返還される予定の八峰町在住の方も助成を

受けられます。�

　助成を希望の方は、募集要項で助成要件をご確認の上、期限内に「助成対象者の認定申請」を行ってく

ださい。�

②八峰町奨学金返還助成�

●申請受付期間　　平成29年４月～平成30年３月末日�

●助 成 率　　年返還額の1／3、1／5（①の対象者以外で町奨学金を返還する方）�

●助成金上限額　　年額６万６千円、４万円（①の対象者以外で町奨学金を返還する方）�

●対 象 者　　町内在住者�

●募集要項の電子ファイル入手先　　八峰町ホームページから入手できます。�

●問合わせ・申請書類の提出先　　八峰町教育委員会　学校教育課　　７７－２８１６�

①秋田県奨学金返還助成�

●申請受付期間　　平成29年４月～平成30年３月末日�

●助 成 率　　年返還額の2／3（一般分）、�

　　　　　　　　　年返還額の10／10（未来創造分）�

●助成金上限額　　年額１３万３千円（一般分）、�

　　　　　　　　　年額20万円（未来創造分）�

●対 象 者　　右図のとおり�

●募集要項の入手先�

　県人口問題対策課、各地域振興局、市町村窓口�

●募集要項の電子ファイル入手先�

　秋田県就活情報サイトKocchAke（こっちゃ　け）!�

●問合わせ・申請書類の提出先　�

　秋田県人口問題対策課　　018－860－3751

臨時福祉給付金�
（経済対策分）�

１人につき１万５千円�
●給付金を受け取るためには、申請が必要です。�

●申請先は、昨年（平成28年）１月１日時点

でお住まいの市町村です。※申請書送付済み�

●申請受付期間：３月６日～６月30日�

平成26年４月に実施した消費税率

引上げに伴う、所得の少ない方へ

の影響を緩和します。�

■問合せ先　　八峰町福祉保健課　福祉係　　　　７６－４６０８�
　　　　　　　厚生労働省給付金専用ダイヤル　　０５７０－０３７－１９２�
　　　　　　　（土日祝日も開設。ただし12月18日以降は平日のみ　９時～18時）�

確認じゃ！給付金。�

支給対象者�

平成28年度臨時福祉給付金（３千円）の�

支給対象者の方�

ハロー！　　　みな来い！�

（平成29年度の新卒県内就職者の例）�

助成の要件�

１対象となる奨
学金の貸与を
受けているこ
と�

要件の詳細�

（１）日本学生支援機構の奨学金�
　　【第１種、第２種】�
（２）秋田県育英会の奨学金�
　　【大学月額、高等学校等、多子世帯
　　向け】�
（３）県内市町村奨学金　等�

２秋田県内に、
定住の意思を
持って居住し
ていること�

�
平成29年４月１日以降に、県内居住し
ていること�

３秋田県内で就
労しているこ
と�

平成29年４月１日以降、次のア）～ウ）
のいずれかに該当すること�
ア）県内に本社がある企業等に雇用さ
れていること�

イ）県外に本社がある企業等に、主な
勤務地を県内に定め雇用されてい
ること�

ウ）県内で新たに起業し、または農林
漁業等に従事していること�

※既卒者の場合、他の要件があります。�
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国民年金のお知らせ�

国民年金保険料の免除期間・納付猶予期間がある方へ�

　国民年金保険料の免除（全額免除・半額免除等の一部免除・法定免除）、納付猶予、学生納付特

例の承認を受けられた期間がある場合、保険料を全額納めた方と比べ、老齢基礎年金（65歳から

受けられる年金）の受け取り額が少なくなります。�

　将来受け取る老齢基礎年金を増額するために、免除等これらの期間の保険料については、10年

以内であればさかのぼって納める（追納）ことができます。�

　ただし、免除等の承認を受けられた期間の翌年度から起算して３年度目以降の追納の場合、当時

の保険料額に一定の加算額が上乗せされます。追納は、古い月のものから納付することとなります

が、次の点にご注意ください。�

・一部免除（半額等）を受けた期間は、納付すべき保険料が納付されていなければ追納できない。�

・「法定免除・申請免除期間」が「納付猶予・学生納付特例期間」より先に経過した月分である

場合は、どちらを優先して納めるか本人が選択できる。�

　追納のお申し込みやご相談については、お近くの年金事務所か役場福祉保健課へお願いします。�

特定期間・特定追納制度のご案内�

●特定期間について�
　国民年金の第３号被保険者が、配偶者（第２号被保険者）の退職やご本人の収入が増加したこと

等によって扶養から外れた場合、第１号被保険者への切り替え手続きが必要です。�

　この切り替え手続きが２年以上遅れ、時効により国民年金の保険料を納付することができなかっ

た期間については、届出により年金の受給資格期間に算入することができ、年金を受け取れない事

態を防止できる場合があります。�

○特例追納について�
　届出により特定期間とされた期間については、平成27年４月１日から平成30年３月31日までの

３年間、特定保険料を納付（特例追納）することで年金額を増やすことができる場合があります。

（既に年金を受けとっている方は、特例追納をしても年金額が増えない場合があります。）�

【特例追納の対象期間】�

　・特例追納する時点で60歳未満の方…承認があった月前10年以内の期間�

　・特例追納する時点で60歳以上の方…50歳以上60歳未満であった期間�

　詳しくは、ねんきん加入者ダイヤル又はお近くの年金事務所にお問い合わせください。�

　ご自身の年金加入記録は、誕生月に日本年金機構から発送される「ねんきん定期便」で確認する

ことができます。また、インターネットを利用した「ねんきんネット」で詳しい情報を見ることも

できます。確認ができない場合は、役場福祉保健課でもお調べすることができます（15カ月前ま

での間に国民年金に加入していて、記録不備のない方に限ります）。「本人確認ができるもの」「印

鑑」「基礎年金番号のわかるもの」をご持参ください。�

【問合せ先】　八峰町福祉保健課　　７６－４６０８�

　　　　　　鷹巣年金事務所　　０１８６－６２－１４９０�

　　　　　　ねんきん加入者ダイヤル　　０５７０－００３－００４�

　　　　　　（０５０から始まる電話からかける場合　　０３－６６３０－２５２５）�

児童扶養手当�

　離婚などの理由により、ひとり親として児童（18歳に到達する年度末まで）を養育している

父、母または父母の居ない児童を養育している方に対し支給される手当です。�

（児童が２名…５，０００円加算、児童が３名以上…さらに３，０００円ずつ加算）�

※受給資格者、その配偶者または生計同一の扶養義務者（祖父母・子・兄弟等）の前年の所得

が制限額を超える場合は、その年の８月から翌年の７月までの手当の一部または全部が支給

されません。�

※児童が児童福祉施設等に入所しているときなど、支給されない場合もあります。�

【対象となる児童（例）】 �

・父母が婚姻を解消した児童�

・父または母が死亡した児童�

・父または母が一定の障害の状態にある児童�

・父または母が引き続き１年以上遺棄している児童�

・父または母が裁判所からのＤＶ保護命令を受けた児童�

・母が婚姻によらないで出産した児童�

【手当月額】（平成28年４月現在）�

区　　分�

全 部 支 給 �

一 部 支 給�

基 本 額�

４２，３３０円�

４２，３２０～９，９９０円�

特別児童扶養手当�

 　特別児童扶養手当は、身体または精神に障害のある２０歳未満の児童について、児童の福祉

の増進を図ることを目的として支給される手当です。�

　手当を受けることができる方は、児童を監護する父、母または父母に代わってその児童を養

育している方です。�

※受給資格者、その配偶者または生計同一の扶養義務者（祖父母・子・兄弟等）の前年の所得

が制限額を超える場合は、その年の８月から翌年の７月までの手当が支給されません。�

【申請について】�

該当となる方は役場福祉保健課でお手続きをお願いします。受給理由等により、必要な提出書

類等が違いますので、詳しくはお問い合わせください。�

【手当月額】（平成28年４月現在）�

区　　分�

月 　 額 �

１級（重度）�

５１，５００円�

２級（中度）�

３４，３００円�

【問合せ先】　八峰町福祉保健課　　７６－４６０８�
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八峰白神ジオパーク推進協議会　　事務局員　日　沼　久　人�
〒018－2632　秋田県山本郡八峰町八森字三十釜144－1　ぶなっこランド内�

TEL０１８５－７７－３０８６�
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八峰町で活動する様々な団体・サークルなどにスポットライトを当てます�

はっぽうの元気な企業�はっぽうの元気な企業�武内商店　株式会社�

誰でも利用しやすい会社を目指す武内靖弘さん�

地域に密着した�
会社でありたい�

お
客
様
が
頼
み
や
す
い
会
社
、

　
　
地
域
に
密
着
し
た
会
社
で

あ
り
た
い
。�

　
こ
う
話
す
の
は
、
平
成
28
年

２
月
か
ら
武
内
商
店
株
式
会
社

の
代
表
取
締
役
を
務
め
る
武
内

靖
弘
さ
ん
（
高
野
々
）
。
昭
和

43
年
、
国
道
沿
い
に
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
を
開
業
し
て
、
49
年

に
な
り
ま
す
。�

　
武
内
商
店
は
、
ガ
ソ
リ
ン
や

軽
油
、
灯
油
な
ど
を
販
売
し
て

い
る
ほ
か
、
学
校
等
の
防
火
扉

な
ど
消
防
用
設
備
の
点
検
、
ス

ト
ー
ブ
の
分
解
・
掃
除
・
保
管

な
ど
、
様
々
な
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。�

　
業
務
で
は
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
危
険

物
を
扱
っ
て
い
る
た
め
、
安
全
第

一
で
テ
キ
パ
キ
と
仕
事
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
な
ど

の
消
防
用
設
備
点
検
は
、
児
童
の

安
全
や
財
産
を
守
る
こ
と
に
直
結

す
る
た
め
、
細
心
の
注
意
を
払
っ

て
い
ま
す
。�

こ
こ
で
働
く
従
業
員
は
７
名
。�

　
　
ほ
と
ん
ど
が
町
内
の
方
で
、

斉
藤
龍
斗
さ
ん
（
沼
田
）
は
４
年

ほ
ど
勤
務
し
て
い
ま
す
。
主
に
灯

油
や
オ
イ
ル
の
配
達
、
廃
油
の
回

収
を
担
当
。
ど
ん
な
こ
と
に
気
を

付
け
て
仕
事
を
し
て
い
る
か
伺
う

と
、
「
お
客
様
か
ら
の
注
文
に
対

し
て
、
す
ぐ
対
応
す
る
こ
と
を
心

掛
け
て
い
ま
す
。
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。�

最
後
に
武
内
さ
ん
に
仕
事
に
対

　
　
す
る
思
い
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
個
人
の
お
客
様
や
会
社
な
ど
を

相
手
に
仕
事
し
て
い
る
が
、
い
ず

れ
も
注
文
を
受
け
た
ら
す
ぐ
対
応

す
る
こ
と
で
、
頼
み
や
す
い
環
境

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
困
っ
た
こ

と
が
あ
れ
ば
、
武
内
商
店
に
連
絡

し
て
み
よ
う
と
な
る
よ
う
な
地
域

に
根
付
い
た
、
密
着
し
た
会
社
で

あ
り
た
い
で
す
。
」
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。�

・主な商品／�

　ガソリン、灯油�

・主な仕事内容／�

　ガソリン・灯油等の販売、�

　消防用設備点検、ストー�

　ブの分解掃除など�

武内商店株式会社�
（峰浜高野々字高野々144-6）�

TEL 0185-76-2019

　さくらクラブは、峰浜地区に住む60～70歳代の11名で構成され、峰栄館を拠点
に活動するユニカールを楽しむ方々の会です。活動を開始して６年目を迎えます。�
　毎週火・木曜日の２回、午前10時から正午ころまで活動しており、作戦を立て
ながら体も動かすのでボケ防止になると、ユニカールを楽しんでいます。また、町
の大会のほか、能代市や大館市の大会にも参加し、優勝するなど実力も持ち合わせ
ています。�
　ユニカールに興味のある方は大歓迎ですので、笑い声が響く峰栄館で一緒にユニ
カールをしませんか。お待ちしています。�

　八峰白神ジオパーク推進協議会では、町民の皆様にジオパークを身近に感じていただけるようオリ

ジナルの「ジオグッズ」の開発を行っています。平成26年１月号の広報で「ジオフード」をご紹介し

ましたが、新たに加わった「ジオグッズ・ジオフード」をご紹介します。（価格は全て税込）�

　こちらは、青森県深浦町の「WeSPa椿山」とコラボレーションしたガ

ラス細工「エメラルドオーシャングラス」です。日本海のエメラルドグリ

ーンに似た色のグラスで、日本酒を楽しんでみてはいかがでしょうか。�

　個数限定販売となっていますので、お買い求めはお早めに！「八森いさ

りび温泉ハタハタ館」と「あきた白神温泉ホテル」で購入できます。�

エメラルドオーシャングラス（ジオグラス）　１個2,500円�

　峰浜地区にある菓子舗「高峰堂」で販売している「石クッキ

ー」。町内で見ることができる石をモチーフにクッキーに仕上

げました。色や形も石にそっくりなほか、一度食べたらやみつ

きになるおいしいクッキーをご賞味してみてはいかがでしょう

か。高峰堂店舗のほか、「おらほの館」でも購入できます。�

石クッキー　１個580円�

①白神カフェ「ジオットランチ」1,580円�

②ダイニング福八�

　「ブラックサンドビーチカレー」750円�

③おらほの館「ちそうソフト」　300円�

　八森の食事処「斎藤食品」で販売している「花こう岩おにぎ

りセット」は、レギュラーメニュー「唐揚げ付きおにぎりセッ

ト」の八峰白神ジオパークバージョン。大きな２つの花こう岩

おにぎりが目を引きます。大きさもザックに入るちょうどいい

サイズで、二ツ森登山などのお供にいかがでしょうか。３日前

までの予約が必要です。�

　前回の広報にも記載しましたが、ジオパークは町民みんなで作りあげていく活動です。町民の

皆様からのアイデアや、ジオグッズ、ジオフードを製作していただける民間事業者を募集してい

ます。お気軽に八峰白神ジオパーク推進協議会事務局までご連絡ください。�

花こう岩おにぎりセット　１個650円�

◆既存のジオフードも健在！�

ジオグッズ、ジオフードのアイデアと製作事業者を募集！�

①� ②� ③�①� ②� ③�



白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た�

　
　
　
　
　
第
11
回
八
峰
町
卓
球
大
会�

　
２
月
26
日
、
町
卓
球
協
会
が
主
催
す
る
第

11
回
八
峰
町
卓
球
大
会
が
、
八
峰
中
学
校
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
大
会
に
は
、
町
内
外
の
小
学
生
か
ら
70
歳

代
ま
で
１
３
１
名
が
参
加
。
１
部
に
は
現
役

選
手
、
２
部
に
は
経
験
者
、
３
部
は
初
心
者

が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
白
熱
し
た
試
合
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。�

　
な
お
、
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

●
団
体
１
部
　
優
勝
　
ト
ラ
ン
プ�

　
団
体
２
部
　
優
勝
　
深
浦
ク
ラ
ブ
Ｂ�

　
団
体
３
部
　
優
勝
　
田
中
な
か
よ
し�

●
シ
ン
グ
ル
ス
１
部�

　
　
　
　
　
　
優
勝
　
長
門
　
智
也�

　
シ
ン
グ
ル
ス
２
部�

　
　
　
　
　
　
優
勝
　
川
村
　
祐
月�

　
シ
ン
グ
ル
ス
３
部�

　
　
　
　
　
　
優
勝
　
若
狭
由
加
子�

高
杉
マ
ツ
ヱ
さ
ん
満
１
０
０
歳�

　
　
　
　
　
　
　
松
波
苑
で
お
祝
い�

高杉さん100歳おめでとうございます�

優勝目指して真剣勝負！�

　
２
月
６
日
、
前
日
に
満
１
０
０
歳
を
迎
え

た
高
杉
マ
ツ
ヱ
さ
ん
の
記
念
品
贈
呈
式
を
、

入
居
し
て
い
る
特
養
松
波
苑
で
行
い
ま
し
た
。�

　
こ
の
日
は
、
松
波
苑
の
ホ
ー
ル
に
家
族
や

利
用
者
、
職
員
ら
が
集
ま
り
、
高
杉
さ
ん
の

長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。�

　
町
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
寿
詞
と
祝

い
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
に

集
ま
っ
た
利
用
者
や
家
族
な
ど
全
員
で
ハ
ッ

ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
を
歌
い
、
高
杉
さ
ん
を
祝

福
し
ま
し
た
。
高
杉
さ
ん
は
記
念
品
な
ど
を

受
け
取
る
と
元
気
な
声
で
「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。�

　
高
杉
さ
ん
は
、
２
月
５
日
現
在
、
町
内
で

７
人
目
の
１
０
０
歳
到
達
者
と
な
り
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

広報はっぽう　2017.3月号�14広報はっぽう　2017.3月号�15　�

お
ら
ほ
の
館
入
館
２
０
０
万
人�

　
　
　
　
　
開
業
か
ら
18
年
で
達
成�

　
２
月
12
日
、
沼
田
に
あ
る
産
直
施
設
お
ら

ほ
の
館
の
入
館
者
数
が
２
０
０
万
人
を
達
成

し
ま
し
た
。�

　
記
念
す
べ
き
２
０
０
万
人
目
と
な
っ
た
の

は
、
能
代
市
の
小
林
三
千
男
さ
ん
、
と
し
子

さ
ん
夫
婦
。
小
林
さ
ん
は
シ
イ
タ
ケ
を
買
い

に
訪
れ
、
レ
ジ
で
２
０
０
万
人
目
を
告
げ
ら

れ
ま
し
た
。
町
長
が
、
花
束
と
米
や
野
菜
な

ど
の
詰
め
合
わ
せ
を
手
渡
し
、
峰
浜
産
直
会

の
笠
原
会
長
と
記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。�

　
お
ら
ほ
の
館
は
、
道
の
駅
み
ね
は
ま
の
産

直
施
設
と
し
て
平
成
10
年
12
月
に
オ
ー
プ
ン

し
、
平
成
20
年
９
月
に
１
０
０
万
人
を
達
成

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
の
売
り

上
げ
が
過
去
最
高
の
１
億
５
５
０
４
万
円
を

記
録
す
る
な
ど
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
も

貢
献
し
て
い
ま
す
。�

低
炭
素
社
会
の
実
現
へ�

　
松
岡
食
品
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
受
賞�

　
グ
リ
ー
ン
豆
腐
や
お
か
ら
ド
ー
ナ
ツ
で
知

ら
れ
る
松
岡
食
品
が
、
平
成
28
年
度
東
北
地

域
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
グ
ラ
ン
プ
リ
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。�

　
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
と
は
、
企
業
等

が
自
社
努
力
で
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
等

の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
削
減
し
、
そ
れ

で
も
削
減
で
き
な
い
分
を
地
方
公
共
団
体
等

か
ら
購
入
す
る
な
ど
し
て
相
殺
す
る
仕
組
み
。�

　
同
社
は
、
町
有
林
の
間
伐
で
生
み
出
し
た

Ｃ
Ｏ
２
吸
収
量
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
し
て
売
却

す
る
町
の
「
白
神
山
麓
・
八
峰
町
有
林
Ｊ
‐

Ｖ
Ｅ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
活
用
。
１
ｔ
分

の
Ｃ
Ｏ
２
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
し
、
グ
リ
ー
ン
豆

腐
か
お
か
ら
ド
ー
ナ
ツ
を
１
個
売
る
ご
と
に

１
円
を
町
へ
寄
付
し
、
森
林
な
ど
の
環
境
保

護
に
対
す
る
財
源
に
充
当
し
ま
す
。�

　
今
回
の
受
賞
に
あ
た
り
同
社
の
松
岡
清
也

さ
ん（
浜
田
）は
、
「
受
賞
は
、
住
民
の
方
な

ど
に
こ
う
い
っ
た
制
度
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
え
る
い
い
機
会
。
い
ず
れ
は
、
レ
ギ

ュ
ラ
ー
商
品
に
も
拡
大
し
、
積
極
的
に
や
っ

て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。�

税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル�

　
峰
浜
小
の
阿
部
伊
吹
さ
ん
が
入
賞�

秋田県法人会連合会会長賞を受賞した阿部さんと作品�

チャレンジ賞を受賞した松岡さん�

　
東
北
六
県
法
人
会
連
合
会
な
ど
が
主
催
す

る
「
小
学
生
の
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン

ク
ー
ル
」
に
お
い
て
、
阿
部
伊
吹
さ
ん
（
峰

浜
小
６
年
）
の
作
品
が
、
「
県
法
人
会
連
合

会
会
長
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。�

　
東
北
地
区
の
小
学
校
か
ら
１
万
９
千
点
を

超
え
る
応
募
が
あ
り
、
阿
部
さ
ん
の
作
品
は

上
位
15
点
、
県
内
最
高
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。�

　
阿
部
さ
ん
は
、
「
社
会
科
の
教
科
書
で
調

べ
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
が
税
金
で
支
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
伝
え
た
か
っ
た
」
と
作
品
に

込
め
ら
れ
た
思
い
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。�

山
本
健
蔵
さ
ん（
椿
）�

日
本
バ
ス
ケ
協
会
か
ら
功
労
表
彰
受
賞�山本さん受賞おめでとうございました�

　
こ
の
た
び
、
日
本
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協

会
の
平
成
28
年
度
功
労
表
彰
に
お
い
て
、
山

本
健
蔵
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。�

　
永
年
、
日
本
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
会
の
普

及
発
展
に
多
大
な
功
績
を
残
し
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
、
山
本
さ
ん
を
含
め
、
全
国
で
11
名

が
受
賞
し
ま
し
た
。�

　
山
本
さ
ん
は
現
在
、
県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
協
会
顧
問
と
能
代
市
山
本
郡
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
協
会
名
誉
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

平
成
14
年
か
ら
県
協
会
の
理
事
長
を
６
年
務

め
、
平
成
19
年
に
開
催
さ
れ
た
秋
田
わ
か
杉

国
体
の
運
営
な
ど
に
あ
た
り
ま
し
た
。�

　
山
本
さ
ん
は
「
ま
さ
か
受
賞
で
き
る
と
は

思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
わ
か
杉
国
体
の
時
は

県
、
郡
市
の
協
会
が
連
携
し
、
よ
く
や
っ
た

と
思
う
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。�

齊藤さんのこれまでの取り組みに感謝します�

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
表
彰�

　
　
　
　
齊
藤
進
さ
ん（
本
館
）が
受
賞�

　
こ
の
た
び
、
さ
い
た
ま
市
パ
レ
ス
ホ
テ
ル

大
宮
で
行
わ
れ
た
納
税
貯
蓄
組
合
法
施
行
65

周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
、
本
館
地
区
納
税

貯
蓄
組
合
組
合
長
の
齊
藤
進
さ
ん
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。�

　
齊
藤
さ
ん
は
、
本
館
地
区
納
税
貯
蓄
組
合

組
合
長
と
し
て
、
平
成
８
年
度
か
ら
20
年
間
、

組
合
の
育
成
強
化
や
納
期
内
完
納
に
努
め
ま

し
た
。�

　
ま
た
、
八
峰
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
理

事
を
平
成
24
年
度
か
ら
務
め
、
単
位
組
合
相

互
の
連
携
や
納
税
意
識
の
高
揚
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
納
税
貯
蓄
組
合
の
発
展
に
貢
献

し
ま
し
た
。�

　
今
回
の
受
賞
は
、
長
年
に
わ
た
る
こ
れ
ら

の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
今
後
も

納
税
貯
蓄
組
合
の
活
動
を
と
お
し
て
、
町
政

の
運
営
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

入館200万人目となった小林さん（中）�



生涯学習だより�

▽八峰町ことぶき大学閉講式�

　■開催日：3/24（金）10：00～ 13：00�

　■会　場：ファガス　１階文化ホール�

　■対　象：ことぶき大学学生�

　■問合せ：八峰町公民館（峰栄館）�

　　　　　　　76－2323�

�

▽八峰町スポーツ少年団合同入団式�

　■開催日：3/25（土）15：00～ 17：00�

　■会　場：あきた白神体験センター�

　■対　象：八峰町スポーツ少年団入団希望者�

　■問合せ：八峰町スポーツ少年団（ファガス内）�

　　　　　　　77－3700

行 事 予 定�

広報はっぽう　2017.3月号�16広報はっぽう　2017.3月号�17

あたらしい本のおしらせ�

ファガス図書室�

�
やなせたかし�
やなせたかし�
トム・リヒテンヘルド�
大森裕子�
ヨシタケシンスケ�
のぶみ�
鈴木のりたけ�
�
学研プラス�
学研プラス�
末吉暁子�
末吉暁子�
角川アニメ絵本�
上坂和美�
�
村上春樹�
山下澄人�
朝井まかて�
堂場瞬一�
佐伯泰英�
浅田次郎�
湊かなえ�
別冊宝島�
坂井より子�
たな�
ふじいまさこ�
講談社�
宮入賢一郎�
池上彰、佐藤優�
片桐雅量�
佐藤晃之輔�
無明舎出版�

【絵本】�
アンパンマンはじめてのことばえほん〈わくわく〉・厚紙絵本�
アンパンマンはじめてのことばえほん〈ぐんぐん〉・厚紙絵本�
おやすみ、はたらくくるまたち・厚紙絵本�
おすしのずかん�
もうぬげない�
しかけのないしかけえほん�
すなばばば�
【児童書】�
オズのまほうつかい（10歳までに読みたい世界名作）�
ガリバー旅行記（10歳までに読みたい世界名作）�
カレーおばけのあかいぼうし�
理科室のがいこつボキボキ�
ちいさなプリンセスソフィア　ひみつのとしょしつ�
ｉPS細胞を発見！山中伸弥物語�
【一般書】（小説、よみもの、コミック、子育て、実用書、郷土）�
【小説】騎士団長殺し　第１部、第２部�
【小説】しんせかい（芥川賞・2016下半期）�
【小説】銀の猫�
【小説】錯迷�
【文庫小説】声なき蝉　上巻、下巻�
【文庫小説】黒書院の六兵衛　上巻、下巻�
【エッセイ】山猫珈琲　上巻、下巻�
【よみもの】麗しの佳子さま　成年皇族のご足跡�
【よみもの】暮らしをつむぐ�
【コミックエッセイ】ごはんのおとも１・２�
【子育て】ママは悪くない！�
【実用書】東京ディズニーランドおまかせガイド2017-2018�
【実用書】図解NPO法人の設立と運営のしかた�
【実用書】僕らが毎日やっている最強の読み方�
【実用書】なんでも自分で修理する本�
【郷土】秋田・消えゆく集落180�
【郷土】美酒王国秋田　秋田の酒蔵文化を訪ねて�

峰栄館図書室�
矢作直樹�
清水潔�
津留見裕子�
三田紀房�
大沢在昌�
大沢在昌�
大原まゆ�
白石一郎�
白石一郎�
東宝 (監修)�
ウィン・グン�

いのちが喜ぶ生き方�
殺人犯はそこにいる�
すぐに折れる!高齢者の楽しい折り紙レクリエーション�
砂の栄冠甲子園研究所�
狼花�
新宿鮫風化水脈�
おっぱいの詩�
海将�
サムライの海�
ゴジラ大怪獣パーフェクト超百科決定版�
ポケモンえいごじてん�

ファガス図書室�
朝井リョウ�
八森町文化財保護協会�
河原　彩子�
野添憲治�
湯川秀樹�
原ゆたか�
NPO法人�
地域精神保健福祉機構�

何者�
郷土誌資料「八森」第12号、第35号�
かみこあに帖�
秋田杉を運んだ人たち�
人間にとって科学とはなにか�
かいけつゾロリのおいしい金メダル�
こころのげんきPlus�
2012年6月号、7月号、8月号、11月号�

峰栄館図書室�
�
交通新聞社�
彦坂有紀�
彦坂有紀�
つちだのぶこ�
よしながこうたく�
�
葦原かも�
瀧井宏臣�
あんびるやすこ�
實吉達郎�
桃戸ハル�
岡野祐士�
�
恩田陸�
黒川博行�
村田沙耶香�
誉田哲也�
アントニオ・Ｇ・イトゥルベ�
ジェフリー・アーチャー�
寺井広樹�
給料BANK�
宝島社�
A-Works�
リクナビ進学�
A-Works�
ザ・ハレーションズ�
栃の葉書房�
誠文堂新光社�
浅井薫子�
有岡(シュン)崖�
菅原令子�
宝島社�

【絵本】�
でんしゃのカキクケコ�
ケーキやけました�
パンどうぞ�
泣いた赤おに�
ワオコッコ�
【児童書】�
うみのとしょかん�
東京スカイツリーの秘密�
二代目魔女のハーブティー�
絶滅動物最強王図鑑�
５秒後に意外な結末　パンドラの赤い箱�
はじめてのハムスターの育て方�
【一般書】（小説、よみもの、実用書、コミック）�
【小説】蜜蜂と遠雷�
【小説】喧嘩（すてごろ）�
【小説】殺人出産�
【小説】吉原暗黒譚�
【小説】アウシュヴィッツの図書係�
【小説】15のわけあり小説�
【よみもの】東北の怖い話�
【よみもの】日本の給料&職業図鑑Plus�
【よみもの】JAPAN外国人が感動した！すごいニッポン�
【よみもの】人生で最高の１日�
【よみもの】大学の約束　国公立・私立全国44校徹底取材�
【実用書】子どもと楽しむ！週末の冒険�
【実用書】かぎ針編みモチーフ色づかいと配色の見本帖�
【実用書】鉢で楽しむ山野草作品集�
【実用書】ドライフラワーの飾り方�
【実用書】プリザーブドフラワーのアレンジメント制作�
【実用書】はじめての隷書技法�
【実用書】幸せを呼ぶ色のおもてなし�
【実用書】心地いい食卓のつくり方�

金谷信榮氏の寄付金で購入した本、�
寄贈本もご紹介しています.  寄贈本もご紹介しています.  

他の新刊図書は各図書室にお問い合わせください。�

■移動図書館車■移動図書館車「としょカーん」「としょカーん」だよりだより■�

　蔵書点検の結果、下記の本が行方不明です。�
　お心当たりのある方は図書室 へご連絡く
ださい。�

不明本返却のお願い不明本返却のお願い！！�
　蔵書点検の結果、下記の本が行方不明です。�
　お心当たりのある方は図書室 へご連絡く
ださい。�

不明本返却のお願い！！�

■移動図書館車「としょカーん」だより■�

〔開室時間〕　午前８時30分～午後９時�
　　　　　　〈休み：年末年始、蔵書点検期間〉�
■ファガス図書室　八峰町八森字中浜196-1　 　　0185-77-3700�
■峰栄館図書室　八峰町峰浜田中字野田沢20-1　　0185-76-2323

第131号�

生涯学習だより� 八峰町教育委員会　生涯学習課�

山本郡八峰町八森字中浜196－1�

TEL　0185-77-3700　FAX　0185-74-5290

編集�

もっと地元のことを知ろう！�

３月の講座�『八峰町の観光を学習しよう』�
　八峰町観光協会に行って、八峰町の観光について聞いて
みよう。�

　地元の人が地元のことを知り、もっと地元を好きになっ
てもらうための講座です。�

第三次八峰町社会教育中期計画（案）の�
パブリックコメント実施中�

　平成29年度から32年度
の４年間、町の社会教育・
生涯学習の指標となるもの
です。２月17日に策定委
員長から計画案の答申を受
けましたので、当計画案に
対するパブリックコメント
（広く一般から意見を募る
こと）を実施中です。詳し
くは２月24日のお知らせ
版ほか、町ホームページを
ご覧ください。�

　２月５日、第11回八峰町ユニカー
ル大会が、あきた白神体験センターで
開催されました。　�
　参加した20チーム、計62名が日頃
の練習成果を発揮し、白熱した試合を
展開しました。�
≪結果≫�
１位：さくらクラブA（笠原キクヱ、

斉藤カチ子、紀本みよ子）�
２位：大沢A（高杉征夫、高杉アサ、

高杉繁）�
３位：ユニカ八峰A（菊地章、沢谷純子、

西巻富子）�
�

笑顔で真剣勝負 八峰町ユニカール大会� 寒さに負けない！　チビッコ冬まつり�

　２月20日、町生涯学習課主催の「し
ごと発掘塾ワークショップ」がファガ
スで開催されました。　�
　八峰町で暮らすための仕事起こしと
仲間づくりを目的とした学習会で、こ
の日は13人が参加して意見交換を行
いました。�
　３月中に町内の先駆者を講師に招き、
研さんを積む予定です。�

しごと発掘塾ワークショップ�
　２月11日、青少年育成八峰町民会
議（三浦栄悦会長）主催の「チビッコ
冬まつり」が、ポンポコ山公園で行わ
れました。�
　約120人の親子連れが参加し、ソリ
大会や相撲大会などに元気いっぱいに
挑戦しました。恒例のお楽しみ抽選会
では喜びの声やため息などが会場に響
いていました。�

毎日がチャレンジデー�
町内のスポーツ団体紹介�

開 催 日�

場　　所�

対　　象�

�
内　　容�

申 込 み�

３月18日（土）午前９時～10時30分�

ポンポコ山パークセンター�

町内の方（一般）、無料�

業務内容紹介、施設案内、鰺ヶ沢・深浦・八峰連�
携事業、台湾インバウンド事業の紹介など�

3月13日〆切　　生涯学習課　　77－3700

　町内でスポーツなどを楽しんでい
る団体を紹介します。参加してみま
せんか？�
　興味のある方は生涯学習課へお問
合せください。�

優勝 さくらクラブA優勝 さくらクラブA

活動している団体など�

バレーボール、野球、陸上、バスケットボール、卓
球、登山、ゲートボール、歩くスキー、スキー、ゴ
ルフ、ソフトテニス、ボウリング、健康体操、ユニ
カール、バドミントン、和太鼓、踊り、転倒予防教
室　ほか�

大高孝雄策定委員長から�
千葉教育長に答申書が手�
渡されました�

チャレンジデー2017は 5月31日（水）です！�

　２月16日（木）「としょカーん」の巡回日に合わせて、田中公
民館と沼田地区多目的集会所で『あった会』が開催されました。�

　おはなしの会「かもめ」の方達による大型絵本の読み聞かせ、手作りの紙
芝居や方言カルタなどで地域の方達とホッと楽しいひと時を過ごしました。�
　読み聞かせの合間には移動図書館車「としょカーん」を見てもらい、本の
貸し出しを行いました。車の中に本がぎっしりと積み込まれているのを見て
驚きの声が上がりました。「こうやって、本持ってきてけらったば、ありが
てなー。」と言っていただいたり、「○○の本が読みてったげど、次持って
これっかー？」とリクエストをいただいたりと大盛況でした。�
　これからも町内を巡回して、読書の楽しみを伝えていきたいです。�



日・曜日� 行　事　名� 場　　所� 時　　間� 内　　　　容�

広報はっぽう　2017.3月号�18広報はっぽう　2017.3月号�19

平成29年�

午後1：30～午後3：00�
�

�

午後2：00～午後3：30�

�

�

午後1：30～午後4：00�

�

午前8：00～午前9：00�

午前9：00～午後4：00�
�

午前10：00～午前10：40�
�

午後1：30～午後4：00�
�

�

午後2：00～午後3：00�

�

午前9：30～正午�

�

午前10：00～午後3：00�

�

午後1：30～午後3：00�
�

受付：午前9：30～午前10：00�

午前10：00～�

�

午前10：00～正午�

�

午後1：30～午後3：30�

�

午前9：00～午後4：00�
�

午前9：30～午前11：30�

午前9：30～午前11：30�

午前10：00～午前11：00�
�

午前9：30～正午�

八森第1コミュニ�

ティセンター�

浜田地区コミュニ�

ティセンター�
�

�

八森保健センター�

�

自宅前�

沢目駅舎内�

�

子育て支援センター�

�

塙川健康センター�

�
�

ファガス（シーガル）�

�

社会福祉協議会（旧八森中）�

�

八森保健センター�

�

峰栄館�
�

八森保健センター�

各子ども園�

�

漁火の館�

�

椿台コミュニティセ�

ンター「ぬかもり館」�

沢目駅舎内�
�

社会福祉協議会（旧八森中）�

水沢コミュニティセンター�

子育て支援センター�
�

社会福祉協議会（旧八森中）�

八森地区健康教室�
�

�

浜田健康教室�

�

�

生活とこころの無料相談会�

�

八森婦人会古紙回収�

のんき会�

�

めんちょこひろば�

�

ほっと健康相談日�

�
�

あった会�

�

心配ごと相談�

�

活き活き健康教室�

�

健康運動教室�
�

１歳児健康相談�

八森・沢目・塙川子ども園卒園式�

�

いさりびサロン�

�

もりのカフェ�

�

のんき会�

�
行政相談�

行政相談�

めんちょこひろば�
�

心配ごと相談�

木�

�

�

�

�

�

土�

�

日�

火�

�

�

�

�

�

�

�

�

水

�

�

�

�

�

�

木�
�

日

�

�

�

�

�

月��

�

火��

�

水�

16�

�

�

�

�

�

18�

�

19�

21�

�

�

�

�

�

�

�

�

22�

�

�

�

�

�

23�
�

26�

�

�

�

�

27��

�

28��

�

29

八森第１・２・３自治会の方はどなたでもご参加�

ください。�

内容：「健康講話・健康相談」�

講話テーマ：「がんについて」�

浜田自治会の方はどなたでもご参加ください。�

内容：心の悩みなどの相談�

対象：町内外を問いません�

申込先：福祉保健課健康推進係　　76－4608�

対象：ダンボール・新聞紙・雑誌・空き缶�

心の病を持っている方が情報交換する場です。�

どなたでもお気軽にお立ち寄りください。�

対象：子ども園入園前の子どもと保護者、妊婦さん�

内容：消防署員による「子どもの救急救命講習会」�

保健師が心や体の悩みなどの相談に応じます。�

お気軽にお出でください。担当保健師　佐々木駿�

読み聞かせサークル「かもめ」が、絵本の読み聞か�

せなどをします。どなたでもお気軽にお立ち寄り�

ください。�

担当：田村鐵夫相談員�

対象：脳卒中後遺症の方�

内容：健康チェック、理学療法士による訓練�

※参加希望者は八森保健センターへ　　77－4050�

※詳しくは２月24日発行のお知らせ版３ページ�

　をご覧ください。�

対象：H28年２月生～H28年３月生�

�

対象者：岩館第２地区にお住まいの方�

参加費：１人100円�

お茶やおいしいお菓子を用意しております。�

椿台自治会員の交流の場です。椿台自治会の方は、�

どなたでもお気軽においでください。�

心の病を持っている方が情報交換する場です。�

どなたでもお気軽にお立ち寄りください。�

担当：辻正英委員�

担当：中山朱子委員�

対象：子ども園入園前の子どもと保護者、妊婦さん�

内容：お楽しみ会�

担当：齊藤一義相談員�

�
�

■問合せ先　　八峰町福祉保健課　健康推進係　　７６－４６０８�

「がん」を予防しよう！�
～検診で自分の命を守りましょう～�

　八峰町の死亡原因の第１位は「がん」です。がんは全国的に見ても死亡率の高い病気です

が、八峰町におけるがん死亡率は秋田県や全国と比べてどのくらい高いか知っていますか？

グラフを見て分かる通り、秋田県では47．2％、全国では49．0％なのに対して、八峰町では

60．8％となっています。�

　八峰町では秋田県や全国と比較し

て、がん死亡率が高い状況にありま

す。�

�

　がんを予防するためには生活習慣

の改善に合わせて、検診を受けて早

期発見することが大切です！�

�

　「がん検診」はあなたのがんを早く見つ

けるためのものです。がん検診を自分のた

め、家族のために忘れず受けましょう。�

　八峰町では、右記のように若い方も検診

が受けられます。�

　４月上旬に検診希望�

調査を行いますので、�

ぜひお申し込みくださ�

い。�

　医学の進歩等によりがんは約50％
が治るようになりました！�

　進行していない初期の段階で発見し

適切な治療を行うことでより高い確率

で治癒します。�

　がんは生活習慣の改善で発症の危険

性を下げられる病気なので、生活習慣

の改善も大切です。�

①がんで命を落とさない！�

検診で命を守りましょう！�

　がんの早期は自覚症状がほぼなく、自

覚症状が出始めるのはがんが進行してか

らです。�

　自分の命を守るために、自覚

症状の無いうちから「がん検診」

を受けることが大事です！�

②「症状が出てから」では�
　手遅れに！�

　部　位�

胃　が　ん�

肺　が　ん�

大 腸 が ん�

前立腺がん�

子 宮 が ん�

乳　が　ん�

�

30歳以上の方�

19歳以上の方�

30歳以上の方�

50歳～80歳の男性�

20歳以上の女性�

40歳以上の女性（※）�

八峰町で受けることができる年齢�

※30歳代の方はエコー検査が受けられます。�



��
国
家
公
務
員
採
用
試
験�

　
人
事
院
で
は
、
次
の
と
お
り

国
家
公
務
員
採
用
試
験
を
実
施

い
た
し
ま
す
。�

試
験
名
　�

①
総
合
職
試
験（
院
卒
者
試
験
・

大
卒
程
度
試
験
）　�

②
一
般
職
試
験（
大
卒
程
度
試

験
）�

③
一
般
職
試
験（
高
卒
者
試
験
）�

申
込
受
付
期
間�

　
　
　
　【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
】�

①
３
月
31
日（
金
）９
時
〜�

　
４
月
10
日（
月
）〔
受
信
有
効
〕�

②
４
月
７
日（
金
）９
時
〜�

　
４
月
19
日（
水
）〔
受
信
有
効
〕�

③
６
月
19
日（
月
）９
時
〜�

　
６
月
28
日（
水
）〔
受
信
有
効
〕�

第
１
次
試
験
日
　�

①
４
月
30
日（
日
）�

②
６
月
18
日（
日
）�

③
９
月
３
日（
日
）�

そ
の
他
　
申
込
方
法
や
受
験
資

格
等
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
左
記
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。�

　h
ttp
://w

w
w
.jin
ji.g
o
.jp
�

　/sa
iy
o
/sa
iy
o
.h
tm
�

　
　
人
事
院
東
北
事
務
局
第
二

課
試
験
係（
　
０
２
２
ー

２
２

１
ー

２
０
２
２
）�

国
税
専
門
官
採
用
試
験�

　
　
　
　
　
　（
大
卒
程
度
）�

　
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る

税
務
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。�

受
験
資
格
　
Ｓ
62
年
４
月
２
日

〜
Ｈ
８
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
。
Ｈ
８
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、

①
大
学
卒
業
及
び
Ｈ
30
年
３

月
ま
で
に
卒
業
見
込
の
方�

　
②
人
事
院
が
①
と
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
方�

申
込
受
付
期
間�

　
３
月
31
日（
金
）〜
４
月
12
日

（
水
）�

申
込
方
法
　
受
験
申
込
み
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
と
す

る
。

h
ttp
://w

w
w
.jin
ji.g
o
.jp
/�

　sa
iy
o
/sa
iy
o
.h
tm
�

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込

め
な
い
場
合
は
、
申
込
受
付

期
間
前
に
問
合
せ
先
へ
連
絡

す
る
。�

試
験
日
時
　
６
月
11
日（
日
）�

　
　
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

試
験
研
修
係�

　
（
　
０
２
２
ー

２
６
３
ー

１
１

１
１
　
内
線
３
２
３
６
）�

�����

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験�

　
人
事
院
及
び
厚
生
労
働
省
で

は
、
労
働
基
準
監
督
官
に
ふ
さ

わ
し
い
人
材
を
募
集
し
ま
す
。�

受
験
資
格
　
Ｓ
62
年
４
月
２
日

〜
Ｈ
８
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
。
Ｈ
８
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、

①
大
学
卒
業
及
び
Ｈ
30
年
３

月
ま
で
に
卒
業
見
込
の
方
、

②
人
事
院
が
①
と
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
方�

申
込
受
付
期
間
　
３
月
31
日

（
金
）〜
４
月
12
日（
水
）�

申
込
方
法
　
受
験
申
込
み
は
イ�

　
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
と
す
る
。�

　h
ttp
://w

w
w
.jin
ji.g
o
.jp
/�

　sa
iy
o
/sa
iy
o
.h
tm
�

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
め

な
い
場
合
は
、
郵
送
ま
た
は
持

参
で
、
３
月
31
日（
金
）〜
４
月

３
日（
月
）に
申
込
み
先
へ
。�

試
験
日
時
　
６
月
11
日（
日
）�

　
　
秋
田
労
働
局
総
務
部
総
務

課
人
事
係（
　
０
１
８
ー

８
６

２
ー

６
６
８
１
内
線
４
２
４
）�

�

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集�

訓
練
課
　
金
属
加
工
技
術
科
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
デ
ザ
イ
ン
科�

対
象
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

申
込
を
さ
れ
た
方
で
、
新
た

な
技
術
・
技
能
を
身
に
つ
け

て
再
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方�

訓
練
期
間
　
５
月
９
日（
火
）〜

10
月
30
日（
月
）
（
６
カ
月
）�

場
所
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋

田
（
潟
上
市
）�

定
員
　
15
名�

受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

等
は
自
己
負
担
）�

募
集
締
切
　
３
月
24
日（
金
）�

　
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

（
　
０
１
８
ー

８
７
３
ー

３
１

７
８
）�

�

Ｈ
29
年
度「
統
計
の
日
」標
語

を
募
集
し
ま
す�

　
総
務
省
で
は
統
計
の
日
（
10

月
18
日
）
を
周
知
す
る
た
め
の

標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。�

募
集
締
切
　
３
月
31
日（
金
）�

申
込
方
法
　
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.so
u
m
u
.g
o
.�

　jp
/to
u
k
e
i_
to
u
k
a
tsu
/�

　in
fo
/g
u
id
e
/0
2
to
u
k
a
tsu
�

　0
1
_
0
4
0
0
0
2
0
2
.h
tm
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���

映
像
×
ま
ち
づ
く
り
〜
心
が
動

く
！
地
域
の
魅
力
の
伝
え
方
〜�

日
時
　
３
月
20
日（
月
・
祝
）
午

後
１
時
30
分
〜
４
時�

場
所
　
秋
田
拠
点
セ
ン
タ
ー
ア

ル
ヴ
ェ
４
階�

内
容
　
地
域
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
る
方
々
を
ゲ
ス
ト
に
迎

え
、
前
半
は
活
動
紹
介
や
ト

ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
、後
半
に
は�

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。�

対
象
　
高
校
生
以
上
の
市
民
活

動
団
体
関
係
者
、
テ
ー
マ
に

関
心
の
あ
る
方�

定
員
　
30
名�

参
加
費
　
無
料�

　
　
　
　
秋
田
市
中
央
市
民
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
　
市
民
交

流
サ
ロ
ン（
　
０
１
８
ー

８
８

７
ー

５
３
１
２
）�

�

絵
画
×
物
語
　
描
か
れ
た
ス

ト
ー
リ
ー�

　
秋
田
県
立
近
代
美
術
館
主
催

に
よ
る
企
画
展
「
絵
画
×
物
語

　
描
か
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
」
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。�

開
催
期
間
　�

　
４
月
16
日（
日
）ま
で
。�

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時�

　
※
会
期
中
無
休�

場
所
　
秋
田
県
立
近
代
美
術
館

（
横
手
市
）�

内
容
　
中
国
の
故
事
、
日
本
の

説
話
な
ど
物
語
と
と
も
に
描

か
れ
た
絵
画
作
品
を
ご
紹
介

し
ま
す
。�

観
覧
料
　
無
料�

　
　
秋
田
県
立
近
代
美
術
館�

　（
　
０
１
８
２
ー

33
ー

８
８
５
５
）�

��

多
重
債
務
相
談
窓
口
の
ご
案
内�

　
財
務
省
東
北
財
務
局
秋
田
財

務
事
務
所
で
は
、
借
金
を
抱
え

お
悩
み
の
方
々
か
ら
の
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。�

　
借
金
問
題
は
さ
ま
ざ
ま
な
方

法
で
必
ず
解
決
で
き
ま
す
。
一

人
で
悩
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
す
。�

相
談
受
付
時
間
　�

　
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
除
く
）�

　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午�

　
午
後
１
時
〜
４
時
30
分�

相
談
窓
口
　
秋
田
財
務
事
務
所

（
秋
田
市
山
王
７
丁
目
１
ー

４

秋
田
第
二
合
同
庁
舎
３
階
）�

　
　
秋
田
財
務
事
務
所
　
理
財

課
（
　
０
１
８
ー

８
６
２
ー

４

１
９
６
専
用
）�

��

　
　
　�

�

町
営
診
療
所
診
療
日
等
の�

変
更
の
お
知
ら
せ�

　
Ｈ
29
年
４
月
よ
り
、
診
療
日

等
が
変
更
と
な
り
ま
す
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。�

　
な
お
、
本
院
・
分
院
と
も
三

木
一
伸
医
師
に
な
り
ま
す
。�

診
療
日
変
更
　
Ｈ
29
年
４
月
〜�

診
療
日
時
　�

【
本
院
】�

・
月
曜
日
　:

午
後
２
時
〜
５
時�

・
火
曜
日
　:

午
後
２
時
〜
５
時�

・
木
曜
日
　:

午
前
９
時
30
分
〜�

　
　
　
　
　
午
後
０
時
30
分�

【
分
院
】�

・
火
曜
日
　:

午
前
11
時
〜
正
午�

　
　
八
峰
町
営
診
療
所�

　
　
本
院
　
76
ー

３
８
１
３�

　
　
分
院
　
76
ー

２
０
７
５�

�

町
営
診
療
所
及
び
町
営
歯
科

診
療
所
の
休
診
日
、
診
療
時

間
変
更
の
お
知
ら
せ�

町
営
診
療
所
　�

【
診
療
時
間
変
更
】�

　
３
月
15
日（
水
）�

　
午
後
２
時
〜
４
時
30
分�

【
休
診
日
】　
３
月
17
日（
金
）�

町
営
歯
科
診
療
所
　�

【
休
診
日
】　
３
月
18
日（
土
）、

３
月
25
日（
土
）�

　
　
八
峰
町
営
診
療
所�

（
本
院
　
76
ー

３
８
１
３
）�

　
　
八
峰
町
営
歯
科
診
療
所�

（
　
88
ー

８
２
１
０
）�

�

総
務
課
地
籍
調
査
係
か
ら
の

お
知
ら
せ�

　
Ｈ
27
年
度
に
着
手
し
た
地
籍

調
査
の
成
果
に
つ
い
て
、
Ｈ
29

年
１
月
27
日
付
け
で
、
法
務
局

登
記
事
務
が
完
了
し
ま
し
た
。

登
記
完
了
地
区
は
次
の
と
お
り

で
す
。�

登
録
完
了
地
区
　
峰
浜
水
沢
字

上
下
中
田
表
の
一
部�

　
　
八
峰
町
総
務
課
地
籍
調
査

係
（
　
76
ー

４
６
０
１
）�

�

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金

の
ご
案
内�

　
県
で
は
、
母
子
（
父
子
）
家

庭
及
び
寡
婦
の
経
済
的
自
立
と

生
活
の
安
定
、
子
ど
も
の
福
祉

向
上
を
図
る
た
め
無
利
子
又
は

低
利
子
で
各
種
資
金
の
貸
付
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。�

貸
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方�

①
母
子
（
父
子
）
家
庭
の
母
…

20
歳
未
満
の
子
ど
も
を
扶
養

し
て
い
る
方�

②
寡
婦
…
か
つ
て
母
子
家
庭
の

母
と
し
て
子
ど
も
を
扶
養
し

て
い
た
こ
と
の
あ
る
方�

③
児
童
…
①
、
②
が
扶
養
す
る

児
童
、
ま
た
は
父
母
の
い
な

い
児
童�

資
金
の
種
類
等
　�

　「
事
業
開
始
資
金
」「
事
業
継

続
資
金
」「
修
学
資
金（
高
校

・
大
学
等
の
授
業
料
・
交
通

費
等
必
要
資
金
）」「
技
能
習

得
資
金
」「
修
業
資
金
」「
就

職
支
度
資
金
」
「
医
療
介
護

資
金
」「
生
活
資
金
」「
住
宅

資
金
」「
転
宅
資
金
」「
就
学

支
度
資
金
（
就
業
・
就
学
に

必
要
な
準
備
資
金
）」「
結
婚

資
金
」�

※
原
則
、
日
本
学
生
支
援
機

構
、
秋
田
県
育
英
会
等
と

併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。�

そ
の
他
　
貸
付
に
あ
た
り
連
帯

保
証
人
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
「
平
成
28
年
度
ひ
と
り

親
家
庭
の
し
お
り
」
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
八
峰
町
福

祉
保
健
課
窓
口
で
配
布
の
他
、

秋
田
県
公
式W

e
b

サ
イ
ト

「
美
の
国
あ
き
た
ネ
ッ
ト
」

か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。�

　
　
　
　
八
峰
町
福
祉
保
健
課

福
祉
係（
　
76
ー

４
６
０
８
）�

��������

３
月
12
日
か
ら
改
正
道
交
法

ス
タ
ー
ト�

　
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
認
知
機

能
低
下
を
原
因
と
す
る
交
通
事

故
を
防
止
す
る
た
め
、
３
月
12

日
か
ら
講
習
制
度
が
変
わ
り
ま

す
。�

臨
時
認
知
機
能
検
査
の
新
設
　�

75
歳
以
上
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
、

認
知
機
能
が
低
下
し
た
と
き

に
起
こ
し
や
す
い
交
通
違
反

を
し
た
場
合
、
臨
時
に
認
知

機
能
検
査
を
実
施
し
ま
す
。�

臨
時
高
齢
者
講
習
の
新
設
　�

検
査
の
結
果
、
認
知
機
能
の

低
下
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、

臨
時
に
高
齢
者
講
習
を
実
施

し
ま
す
。�

臨
時
適
性
検
査
制
度
の
見
直
し�

　
免
許
更
新
時
や
臨
時
の
認
知

機
能
検
査
の
結
果
、
認
知
症

の
お
そ
れ
（
記
憶
力
・
判
断

力
が
低
く
な
っ
て
い
る
）
が

あ
る
と
判
定
さ
れ
た
場
合
、

医
師
の
診
断
が
必
要
に
な
り

ま
す
。�

そ
の
他
　
認
知
症
と
診
断
さ
れ

た
場
合
や
、
検
査
・
講
習
を

理
由
な
く
受
け
な
か
っ
た
場

合
、
運
転
免
許
取
消
し
等
の

対
象
に
な
り
ま
す
。�

　
　
秋
田
県
警
察
運
転
免
許
セ

ン
タ
ー（
　
０
１
８
ー

８
２
４

ー

０
６
６
０
）�
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●
募
集
・
試
験
�

●
お

知

ら

せ
�

●
相
　
　
　
談
�

問
�

問
�

問
�

問
�

問
�

問
・
申
�

問
�

●
イ

ベ

ン

ト
�

問
�

問
�

問
�

問
�

問
・
申
�
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（敬称略）�（敬称略）�

２月�

（
２
月
28
日
現
在
）
�

■
人
口
　
７，
５
０
２
人（
16
人
減
）�

　
●
男
　
３，
５
３
６
人（
12
人
減
）�

　
●
女
　
３，
９
６
６
人（
４
人
減
）�

■
異
動
内
訳
�

　
●
出
　
生
　
　
１
人
�

　
●
死
　
亡
　
　
14
人
�

　
●
転
　
入
　
　
７
人
�

　
●
転
　
出
　
　
10
人
�

■
世
帯
数�

　
　
３，
１
０
３
世
帯（
１
世
帯
減
）�

（
　
）の
数
字
は
前
月
と
の
比
較
。�

　
こ
の
数
字
は
住
民
基
本
台
帳
に
�

基
づ
い
て
い
ま
す
。
�

　
　
　
　
　
（
外
国
人
を
含
む
）
�

山
　
崎
　
昂
　
磨
　（
八
森
１
）�

大
　
石
　
菜
津
美
　（
秋
田
市
）�

�白
　
鳥
　
弘
　
人
　（
横
　
内
）�

橋
　
本
　
　
　
彩
　（
能
代
市
）�

ご
結
婚
お
め
で
と
う

ご
結
婚
お
め
で
と
う
�

ご
結
婚
お
め
で
と
う
�

柳
　
川
　
　
眞
　
夕
　（
強
　
坂
）�

　
　
　
　【
洋
幸
・
文
子
　
長
女
】�

�

赤
ち
ゃ
ん
�

こ
ん
に
ち
は
�赤
ち
ゃ
ん
�

こ
ん
に
ち
は
�

ま
�

ゆ
�

お

く

や

み

お

く

や

み

�

お

く

や

み

�

北
　
嶋
　
ユ
　
キ
（
85
）
立
　
石�

柴
　
田
　
　
　
實
（
82
）
中
　
浜�

奈
　
良
　
京
　
子
（
98
）
中
　
浜�

岡
　
本
　
喜
　
義
（
71
）
岩
館
２�

野
呂
田
　
定
　
男
（
82
）
椿
　
台�

木
　
村
　
次
　
男
（
85
）
八
森
２�

小
　
澤
　
鐵
三
郎
（
81
）
小
入
川�

笹
　
本
　
忠
　
雄
（
86
）
水
　
沢�

武
　
内
　
清
　
悦
（
68
）
水
　
沢�

金
　
田
　
綱
　
藏
（
87
）
八
森
２�

銭
　
谷
　
キ
ヨ
ノ
（
81
）
カ
ッ
チ
キ
台�

第13回�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
部
屋�

������������

　
鈴
木
了
で
す
。
２
月
10
日
か
ら

２
泊
３
日
で
「
第
４
回
お
試
し
移

住
ツ
ア
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
最
後
の
ツ
ア
ー
も
無
事
終

了
し
、
ツ
ア
ー
参
加
者
７
名
の
う

ち
、
お
と
な
３
名
こ
ど
も
１
名
が

春
〜
夏
に
、
実
際
に
八
峰
町
で
の

生
活
を
始
め
る
予
定
で
す
。�

　
ツ
ア
ー
か
ら
移
住
を
決
め
た
人

に
は
、
ツ
ア
ー
を
き
っ
か
け
に
八

峰
町
を
初
め
て
訪
れ
る
人
と
、
夫

婦
の
ど
ち
ら
か
が
八
峰
町
出
身
の

た
め
来
た
こ
と
が
あ
る
が
、
ツ
ア

ー
を
利
用
し
て
再
訪
す
る
人
が
い

ま
す
。
ど
ち
ら
で
あ
っ
て
も
、
ツ

ア
ー
な
ら
で
は
の
体
験
や
空
き
家

見
学
、
初
め
て
出
会
う
地
元
民
と

の
交
流
が
移
住
の
後
押
し
と
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。�

　
僕
個
人
と
し
て
は
、
八
峰
町
を

知
ら
な
か
っ
た
人
が
八
峰
町
を
気

に
入
っ
て
く
れ
る
こ
と
も
う
れ
し

い
で
す
が
、
地
元
出
身
者
自
身
や

都
会
か
ら
連
れ
て
く
る
そ
の
家
族

が
ツ
ア
ー
を
通
し
て
八
峰
町
を
好

き
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
の
ほ
う

が
嬉
し
い
で
す
。「
カ
ム
バ
ッ
ク
！

（
戻
っ
て
こ
い
）地
元
出
身
者
！
」

と
声
を
大
に
し
て
僕
は
応
援
し
て

い
き
ま
す
。�

　
僕
が
ま
だ
都
会
で
働
い
て
い
た

頃
、
年
２
回
の
帰
省
は
楽
し
み
で

も
あ
り
、
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
た

こ
と
も
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
同

窓
会
・
親
戚
ま
わ
り
・
実
家
で
の

ぐ
う
た
ら
を
毎
年
同
じ
よ
う
に
こ

な
し
、
都
会
へ
と
戻
っ
て
い
く
。

新
し
い
体
験
や
新
し
い
出
会
い
と

は
無
縁
の
帰
省
で
し
た
。�

　
も
し
、
そ
の
時
に
ツ
ア
ー
が
あ

っ
た
ら
…
参
加
し
て
い
れ
ば
…
も

っ
と
早
く
に
八
峰
町
の
良
さ
に
気

付
き
、
同
年
代
の
若
者
と
の
交
流

が
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
〜
だ
っ
た
ら
」
「
〜
し
て
れ
ば

」
と
い
う
タ
ラ
レ
バ
話
を
し
て
も

ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
が
…�

　
地
元
に
戻
っ
て
き
た
い
、
戻
っ

て
き
て
ほ
し
い
ご
家
族
が
お
り
ま

し
た
ら
、
い
つ
も
の
帰
省
の
替
わ

り
に
ツ
ア
ー
を
お
ス
ス
メ
し
て
み

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
い
つ
も

と
違
う
角
度
か
ら
地
元
を
み
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
地
元
に
戻
る
き
っ

か
け
を
つ
か
む
こ
と
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
よ
。�

�

人
の
動
き
�

ツアーでは、林業体験と空き家での�
キッチンづくりを楽しみました。�

八
峰
町
へ
﹇
ふ
る
さ
と
八
峰
�

　
　
応
援
基
金
寄
附
金
と
し
て
﹈
�

羽
　
場
　
　
理
　
彦
　（
三
重
県
）�

近
　
藤
　
　
忠
　
雄
　（
広
島
県
）�

森
　
本
　
　
篤
　
史
　（
愛
知
県
）�

熊
　
井
　
　
洋
　
介
　（
埼
玉
県
）�

万
　
田
　
　
正
一
郎
　（
愛
知
県
）�

パ
ー
カ
ー
・
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ロ
バ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
東
京
都
）�

栗
　
林
　
　
圭
　
司
　（
神
奈
川
県
）�

佐
　
藤
　
　
直
　
己
　（
東
京
都
）�

内
　
山
　
　
禎
　
彦
　（
静
岡
県
）�

高
　
橋
　
　
和
　
之
　（
東
京
都
）�

山
　
内
　
　
由
　
光
　（
神
奈
川
県
）�

原
　
口
　
　
　
　
萌
　（
千
葉
県
）�

芳
　
成
　
　
篤
　
哉
　（
栃
木
県
）�

成
　
田
　
　
リ
ツ
子
　（
東
京
都
）�

　
　
原
　
　
征
　
宏
　（
埼
玉
県
）�

上
　
野
　
　
英
里
香
　（
大
阪
府
）�

曽
　
我
　
　
有
希
子
　（
東
京
都
）�

館
　
　
　
　
由
衣
香
　（
東
京
都
）�

加
　
藤
　
　
陽
　
平
　（
東
京
都
）�

松
　
本
　
　
英
　
成
　（
兵
庫
県
）�

松
　
本
　
　
和
　
彦
　（
岡
山
県
）�

斎
　
藤
　
　
洋
　
介
　（
埼
玉
県
）�

鎌
　
田
　
　
浩
太
郎
　（
神
奈
川
県
）�

鶴
　
田
　
　
晃
　
基
　（
愛
知
県
）�

斎
　
田
　
　
陽
　
介
　（
神
戸
市
）�

西
　
澤
　
　
直
　
樹
　（
東
京
都
）�

中
　
尾
　
　
利
　
孝
　（
神
奈
川
県
）�

杉
　
山
　
　
裕
　
紀
　（
神
奈
川
県
）�

藤
　
澤
　
　
潤
　
子
　（
千
葉
県
）�

根
　
本
　
　
啓
　
一
　（
新
潟
県
）�

菊
　
地
　
　
哲
　
央
　（
東
京
都
）�

原
　
　
　
　
由
希
子
　（
東
京
都
）�

栗
　
田
　
　
史
　
朗
　（
大
阪
府
）�

小
　
林
　
　
心
　
一
　（
埼
玉
県
）�

鎌
　
田
　
　
一
　
昭
　（
東
京
都
）�

奥
　
脇
　
　
一
　
貴
　（
神
奈
川
県
）�

阿
　
部
　
　
　
　
薫
　（
東
京
都
）�

八
峰
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
�

　
　
　
﹇
香
典
返
し
に
か
え
て
﹈
�

木
　
藤
　
　
三
紀
夫
　（
田
　
中
）�

　
　
　
　
　
　
亡
　
兄
 
大
　
莞
�

阿
　
部
　
　
一
　
久
　（
岩
館
２
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
亡
　
父
 
一

奈
　
良
　
　
三
千
雄
　（
中
　
浜
）�

　
　
　
　
　
　
亡
　
母
 
京
　
子

小
　
林
　
　
輝
　
美
　（
萩
ノ
台
）�

　
　
　
　
　
　
亡
　
妻
 
睦
　
子
�

平
　
沢
　
　
雅
　
宏
　（
浜
　
田
）�

　
　
　
　
亡
　
義
父
 
豊
田
　
充
�

菊
　
地
　
　
隆
　
史
　（
カ
ッ
チ
キ
台

）�

　
　
　
　
　
　
亡
　
母
 
ツ
　
ヱ
�

佐
　
藤
　
　
克
　
實
　（
八
森
１
）�

　
　
　
　
　
　
亡
　
父
 
常
　
作
�

鈴
　
木
　
　
文
　
雄
　（
三
ツ
森
）�

　
　
　
　
　
　
亡
　
父
 
正
　
雄
�

越
前
谷
　
　
賢
　
一
　（
中
　
浜
）�

　
　
　
　
　
　
亡
　
父
 
祥
七
郎
�

舘
　
岡
　
　
重
　
信
　（
椿
　
台
）�

　
　
　
亡
　
義
父
 
野
呂
田
定
男

北
　
嶋
　
　
忠
　
昭
　（
立
　
石
）�

　
　
　
　
　
　
亡
　
母
 
ユ
　
キ
�

小
　
澤
　
　
和
　
子
　（
小
入
川
）�

　
　
　
　
　
　
亡
　
夫
 
鐵
三
郎
�

笹
　
本
　
　
忠
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八峰町職員採用試験結果のお知らせ�

試 験 区 分 � 受 験 番 号�

大 卒 　 一 般 行 政�

Ａ１００１�

Ａ１００４�

Ａ１００２�

Ａ１００５�

Ａ１００３�

－�

－�

保育士・幼稚園教諭�

平成28年度八峰町職員採用試験において、合格された方々の受験番号をお知らせします。�

町で行った入札において、予定価格が130万円以上の�
ものについて、お知らせします。�
町で行った入札において、予定価格が130万円以上の�
ものについて、お知らせします。�

契約金額�3,907,440円（落札率90.72％）�
請負業者�キクチ建築�

■２月７日入札分�
○定住促進用空き家改修工事（横間）�

契約金額�1,544,400円（落札率88.81％）�
請負業者�㈲富岳工務所�

○松くい虫防除対策事業（国庫）�

契約金額�5,886,000円（落札率89.63％）�
請負業者�創和技術㈱　能代事務所�

■２月１日入札分�
○向田面橋橋梁補修設計調査業務委託�
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